
神奈川県在住

1974 神奈川県生まれ
1998 法政大学工学部建築学科卒業
2000 同大学院修士課程修了
2024 第18回KAJIMA彫刻コンクール模型入選（東京都）
2024 グループ展「大森・蒲田で木を削る」ギャラリー南製作所（東京都）
2024 第10回日本彫刻コンクール優秀賞（兵庫県）
2026 第19回KAJIMA彫刻コンクール模型入選（東京都）

実物サイズ H300×W320×D220㎝
実物重量 約980㎏
実物素材 ステンレス板

breathe 
辻󠄀充晋/ TSUJI Michiaki

作家略歴

2026年
4月 全体図面作成
5月～8月 サンプル鋼製部材での細部の検討

帯板のサイズ、板厚及び帯板裏面の仕上げ表情、
帯板同士の固定部分、脚部の固定部分、
作品の組立方法、等

等9月～12月 形状調整・加工部材検討、組立方の検討のため、
原寸に近いサイズの仮モデルの組立を計画

2027年
1月～3月 鋼製部材（本部材）の制作
4月～8月 鋼製部材（本部材）による仮組立
9月 搬入

制作スケジュール

周辺の空気を取り込み大きくふくれたような、でも場所を変
えるとスカスカな姿が現れます。

細長い板を並べて一枚一枚ひねり、頭頂部をつなぐだけの単
純な仕組みによる、意図的ではない自然に立ち上がった姿の
彫刻です。

板の自重や反発力、ひねりの影響によって、自然で柔らかな
曲線美が現れます。

彫刻を動きながらまわり見ると、また違った見え方になり面
白いと思います。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

木工所（decci家具研究所）／東京都
鉄鋼所／神奈川県
ギャラリー南製作所／東京都

制作場所
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2026年4月 作品設置イメージ提出 －作品調書図面より抜粋

～6月 サンプル鋼製部材での細部の検討中
帯板のサイズ、板厚及び帯板裏面の仕上げ表情、帯板同士の固定部分、脚部の固定部分、作品の組立方法、等

［側面図］［立面図（正面）］



2026年4月 作品設置イメージ提出 －作品調書図面より抜粋

～6月 サンプル鋼製部材での細部の検討中
帯板のサイズ、板厚及び帯板裏面の仕上げ表情、帯板同士の固定部分、脚部の固定部分、作品の組立方法、等

［平面図］



制作の様子

作品を構成するステンレス板材のサンプル
の確認。長さ3000mm、厚みの違う2種類の
板（1.0mm、1.2mm）を取り寄せて業者と

確認。もう少し厚みのある材料にて制作を
行うかどうか要検討。

サンプル板を実際に立ててみた様子。仮組検討作業を行うにはこの
工場では天井高さが少し足りないため、別の場所での作業も検討。
（外部で行うことも検討中）

ステンレス鏡面板の様子を確認。
♯800番


